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　ウォーラーステインの「近代世界システム」とは、西欧諸国が大航海時代以降に他のヨーロッ
パ地域を侵略し、非ヨーロッパ地域を植民地支配することで作り上げられたピラミッド型の政
治・経済システムの謂いであった。このシステムの残虐な点は、人口比率でたかだか 10 パー
セント、地表面積で 4 パーセントに満たない地域の人間たちが、残りの世界を収奪するべく暴
力的に序列化したということはもちろん、その他者に対する搾取と抑圧を「文明の下賜」の名
のもとに合理化しつつ、西欧人は先進者にして優越者であるという自己認識を他者に押しつけ
る詐術を作り上げたことだった。つまり、植民地支配の暴力は、被植民者の物理的基盤だけで
なく、精神的基盤であるアイデンティティまでをも侵すものにほかならなかった。
　たとえば正木恒夫は、先住民男性からの野蛮な暴力（カニバリズム）に脅かされつつ、「高
貴で知的な」先住民女性からは敬愛されることで植民を正当化するヨーロッパ人植民者男性の
何とも手前勝手なファンタスムが、被植民地人の主体性を簒奪しつついかに現実を否認する
かたちで成立したのかを見事に描き出している [ 正木 1995]。そして植民地支配のイコノグラ
フィーにほかならないこの異国情緒的国際恋愛譚 1) ―「ポカポンタス」の逸話を嚆矢とするも
のだが―は、戦後まもない日本の児童文学『ビルマの竪琴』にまで浸透しており [ 正木 1995: 
13-15]、宗主国男性の被植民地に対するファンタスムは、帝国主義的メンタリティにおいて広
く浸透していることがよく理解できる 2) 。
　こうしたことからだろう、いわゆるポストコロニアル批評は、先進諸国で一方的に流通す
る植民地主義的ファンタスムの暴力性を暴くことに注力してきたし、実際に大きな成果をあ
げてきた。その最たるものはシェイクスピア「テンペスト」のキャリバンをめぐる議論だろ
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う。物語の中でキャリバンに形象化されている未開地の「野蛮」を、植民地主義による産物と
して徹底的に読み解くことで、英文学（ヨーロッパ文学）の古典たる「テンペスト」をコロニ
アルな歴史譚として読みかえて脱構築したのである [Peter 1982; Greenblatt 1990; Vaughan and 
Vaughan 1991]。ヨーロッパの「聖典」の聖典たるゆえんが帝国主義／植民地主義によるもの
でしかないことを暴いたポストコロニアル批評のこうした意義は、いくら評価しても評価しす
ぎることはない。
　とはいえ、宗主国ファンタスムの暴力性を暴くだけでは、議論が宗主国の問題に自閉してし
まい、肝心の植民地の実際は等閑視されてしまう。宗主国における植民地主義の内省だけでは、
植民地は決して解放されはしないのだから。こうした点から、エドワード・サイードは、ポス
トコロニアル批評の嚆矢ともいうべき『文化と帝国主義』で、宗主国と植民地の二項対立的な
支配と被支配関係を超えた複雑な両者の歴史的絡まり合いを対位法的に描くことを主張した
[Said 1993: 18-19]。しかしポストコロニアルという問題系は、宗主国と（旧）植民地とが非対
称的な権力関係に置かれているがゆえに分節されている以上、ただ対置的に記述するだけでは
その関係の絡まり合いを捉えるのには不十分だろう。というのは、宗主国と植民地、植民者と
被植民者の関係がただ対位法的に取り出されてしまうとき、非対称的な関係に置かれているは
ずの両者は、あたかも自存しつつ関係しあうかのように対形象化されてしまうからである。ポ
ストコロニアルという問題を論じるにあたって忘れてはならないのは、被植民者は植民地主義
の暴力にさらされることで主体化されるという事実である。たとえその抵抗がいかにラディカ
ルで、本質的で、普遍的であっても、植民地主義の暴力が先行するという時間関係は忘れられ
てはならないのである。と同時に、ポストコロニアルの諸問題が文学に象徴される文化領域に
おいて焦点化されてきたのは、現実的には植民者からの暴力が継続するなか、被植民者はその
時間的な関係性を破棄できないがゆえに、想像力においてその関係を破壊して脱却しようと脱
構築を試みるからにほかなるまい。とすれば、脱構築という形をとるしかない被植民者の抵抗
のモメントを剔抉することこそ、ポストコロニアルという問題系を論じるのに必要なことであ
るはずなのだ。
　そこで考えてみたいのは、先に述べた宗主国のファンタスムに対する、被植民者のカウンター
パートとしてある物語である。取り上げるのは、吉田スエ子「嘉間良心中」 である。1984 年に
第十回新沖縄文学賞を受賞している本作品は、沖縄文学として相応に高い評価を得ているもの
の [ 新城 2003: 43]、一方で、授賞時の選考員の評が示すように 、沖縄の状況や時代性といっ
たものの的確な表出への評価というレベルにとどまっていて、この短編が徹底的に沖縄の「現
在」を描くがゆえに、先述した植民地幻想を脱構築する先鋭的な表現になっている点はほとん
ど指摘されていない。もちろんマイケル・モラスキーのように、占領沖縄を表象する文学作品
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にジェンダー化の作用があることをいちはやく指摘し、「嘉間良心中」をその文脈で読み解こ
うとした論者はいるが [Molasky 1999: 181] 、新城郁夫が正当に批判するように [ 新城　2010: 
63] 、その指摘は非対称的関係にある植民者と被植民者の二項対立的な支配関係をジェンダー
関係に投影して読み込むだけで、被植民地人が植民地主義と格闘する想像的／創造的な営為―
それがきわめて自傷的な脱構築ではあっても―は決して看取されることがない。以下では、「嘉
間良心中」が徹底的に沖縄の歴史に関わるものでありながら、それゆえにいわばダーク・コロ
ニアル・ファンタジーとして読まれるべき普遍性を獲得していることを論じたいと思う。
１．占領下の心中文学
　吉田スエ子の「嘉間良心中」は、ベトナム戦争による「特需」が去って賑わいの消えて久し
い 1980 年前後のコザ市嘉間良地区で色を鬻ぐ 58 才の屋富祖キヨと、基地から脱走してきた
18 才の海兵隊員サミーとの、半年にわたる同居生活を描いた短編小説である。キヨは、沖縄
本島に隣接する津堅島という小島の出身で、沖縄本島に渡ってからは夫と子どもと別れ、米兵
相手の娼婦として生計を立てている。ある日、喧嘩から上官を刺して基地から逃亡してきた文
無しのサミーに出会い、その初々しい美少年ぶりに魅かれて自分のアパートに匿い、「美少年
に抱いて貰」える商売についた幸運を喜びながら、サミーとの「若さに染まっていく」セック
スに耽溺する。とはいえ、老残の身をさらす「誰も相手にしなくなった商売女」の生活は困窮
し、蟄居生活に鬱屈したサミーに何とか小遣いを与えてつなぎとめてはいるものの、行き場が
ないために自分に頼っているだけのサミーに見限られるのをキヨは怯えている。半年の同居生
活の後、サミーが米軍へ帰隊する決心を口にすると、キヨは津堅島に一緒に逃げようと誘って
断られる。サミーが寝入っている間にシャワーを浴びて久留米紬に着替えて化粧をすると、ガ
ス栓をひねってライターのローラーを回し、無理心中する。
　この作品では、いわゆるヒューマニスティックな恋愛やドラマティックな情愛が描かれるこ
とはなく、老娼婦と脱走青年兵との関係はセックスシーンを含め（実際に描かれるのはオー
ラルセックスの一場面だけだが）、きわめて即物的に描写されている。それゆえだろう、新沖
縄文学賞の選考委員である島尾敏雄は「誇張して言えば、この通俗味をも敢えて含み持った
娼婦の環境の描写には、沖縄の一時期の歴史の一齣が描き取られている」と評し [ 島尾 1984 
: 187]、同選考委員の大城立裕は「テーマの上では新しい発見がなく、通俗読み物すれすれの
作品だが、不思議に最後までは迫力をもって読ませる」と述べ [ 大城 1984: 187-188]、岡本恵
徳は「その点では大城立裕の指摘のように『通俗すれすれ』と評されるところが見える」と
1984 年の選考員たちに同調する [ 岡本 1996: 169]。更には、谷口基も「いずれの証言にも認め
られるごとく、五十八歳娼婦と十八歳の少年兵とほぼ半年間に渡る同棲生活を扱った同作に、
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濃厚な『通俗』臭が漂っていることは否定できない」と本作品に対する過去の評価を 2003 年
においても踏襲している [ 谷口 2003: 208]。島尾と岡本はっきり言葉にしてはいないが、物語
が「性」に焦点化されていて、ポルノグラフィックに過ぎる面（「通俗」）が問題になっている
点は、三人目の選考員であった牧港篤三の「セックス場面が具体的で描写が露骨という、私に
は余り必然性がない点をめぐって討論した」という発言 [ 牧港 1984: 189] から知ることができ
る。つまりは「嘉間良心中」はポルノグラフィックではあるものの、ポルノに還元されない形
で「沖縄の現在」を描くことで文学作品たりえているという評価なのである。
　しかし考えてみれば、ポルノグラフィックであることがなぜ文学的にマイナスであるのかは
判然としない。おそらく人間性の深遠な表現といった古典的な文学観が前提とされているため
にこうした評価が出てくるのだろうが、ポルノグラフィックな「通俗性」を抜きに、この作品
の核心／革新を論じることができるとは思えない。むしろその通俗性にこそ、この作品の本質
があると見なすべきではないのか。そのためには、この作品について論じられていない重要な
点を指摘しなければならない。それはこの作品のタイトルが示すように心中物として書かれて
いるということである。
　心中物とは、文学史的には浄瑠璃や歌舞伎における世話物のなかで、心中すなわち男女の情
死事件に取材した作品である。江戸期に人気を博した際には多くの男女が影響を受けて心中し、
情死賛美を取り締まるために心中物の禁止令が出たほど影響力を持っていた。ただしここで重
要なのは、江戸期の心中物がいわゆる情死譚一般と一線を画すことである。そもそも江戸期に
心中物が流行したのは、幕府封建制度下の男女が社会の制約を死によって破り、愛を貫くとい
う構成に当時の民衆が共感したからで、心中とはいわば当代の身分制やジェンダー関係におけ
るレジスタンであった。つまりレジスタンスであることが、心中物の核心に存在するわけであ
る。そして本作品には、これまで論じられてきた米軍占領をめぐる沖縄の情況を的確に描き出
しているという評価を超えて、植民地主義に対するレジスタンスがその表現の核心にあるとい
うのがここで論じたいことなのである。では「心中」と銘打たれた本作品の、その植民地主義
に対するレジスタンスとは一体いかなるものなのか。次章ではそれを論じることとしたい。
２．ダーク・コロニアル・ファンタジー
　「嘉間良心中」を論じるにあたって、この物語が他でもない先述した異国情緒的国際恋愛譚
を踏襲していることを確認しておきたい。もちろん踏襲するとはいっても、従来の物語の構図
は反転されており、植民地主義を脱構築する小説となっている。そこでここでは、その反転を
理解するために、異国情緒的国際恋愛譚の嚆矢にして原型であるポカホンタスの物語を見てみ
ることにしよう。一定の事実にもとづいているとはいえ、ポカホンタスのロマンスには種々の
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変種があるのだが、その概略を抽出すれば次のようになる。
　1607 年、イングランドから北米に入植し、ヴァージニア初の入植地「ジェームズタウン」
の建設に関わったジョン・スミスは、先住民ポウハタン族に拉致連行されて百叩きの刑に処せ
られ、殴り殺されるところだったところを、酋長ポウハタンの娘ポカホンタスの助命嘆願によ
り、刑の執行は差し止められて釈放されるにいたった。1614 年、ポカホンタスは入植者ジョ
ン・ラルフのタバコの栽培を手助けして成功に導くと結婚して、先住民と入植者の和平の象徴
になった。1616 年にはラルフとともに渡英してキリスト教に改宗し、アメリカの「王女」（す
なわち高貴な同化未開人）としてロンドンの上流社交界で歓待されたものの、17 年、帰米を
前に病死したというのである 。
　ジョン・スミスの助命嘆願やジョン・ラルフとの結婚の経緯、ロンドンにおける高貴な同化
未開人としての立ち振舞いにしても、新大陸におけるキリスト教の布教やネイティヴ・アメリ
カンの同化政策のために作られた美談（ファンタスム）だと今日では解釈されている [Townsend 
2004; Custalow and Daniel 2007]。実際、ポカホンタスがジョン・スミスの助命嘆願を行った
というのは、ポカホンタスの死後、ジョン・スミスの手記（New England Trials ,1622; The 
Generall Historie ,1624）に述べられたものにすぎず、当の救命譚自体がポウハタン族からジョ
ン・スミスの作り話だと否定されている [Custalow and Daniel 2007: 18-20]。ここで重要なのは、
このポカホンタス譚のファンタスムの構造である。まず、この伝承が植民者男性の武勇伝とし
て語られているということがある。植民者男性が入植の過程で、未開人の暴力に晒されはする
ものの、結局はその窮地を「原住民」女性の助力によって（つまりは先住民から受け入れられ
ることで）脱して入植に成功するという植民地支配のサクセス・ストーリーなのである。しか
も植民地主義の支配・被支配関係は、家父長的なジェンダー関係にパラレルに投影されており、
宗主国の社会関係（人種、ジェンダー、階級）の体制をそのまま追認する物語になっている。
カミラ・タウンゼンドがいみじくも指摘するように「この伝説に出てくる少女には、彼女自身
のどんな欲求、野心、怒りもまた意見もなく、彼女は単にジョン・スミスや白人、および英国
文化を崇拝するためにのみ存在している」にすぎず、「アメリカで重んじられているポカホン
タスの物語全体は、ポルノグラフィ」でしかない [Townsend 2007:52]。補足すれば、そのポル
ノグラフィは徹底的に無意識化されて消費され続けてきたのである。ポカホンタスの異国情緒
的国際恋愛譚はその構造を変えることなく今なお創作され続けており 3) 、その物語のファンタ
スムがいかに強力なものなのかがよくわかる。
　では、被植民者のカウンターパートの物語と見なしたい「嘉間良心中」はどうなっているの
か。まず物語の舞台が、「本土復帰」したとはいえ米軍基地が数多く残り、基地の影響力が色
濃く残るものの、ベトナム戦争での敗戦からアメリカの軍事的プレゼンスが凋落し、その余波
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を受けて経済が悪化した沖縄であることを確認しよう。それは、琉球処分以来、独立王国であっ
た琉球は沖縄県として大日本帝国の版図に解体されて組み込まれると、言語・文化・社会の本
土化（日本化）という文字通りの植民地主義的同化政策が行われ、第二次世界大戦では唯一の
地上戦によって文字通りの社会的破壊が覆い、第二次世界大戦後は米軍制下に置かれて米国の
東アジアにおける覇権の要所となった果てに、ベトナム戦争を経て、大日本帝国の天皇の慈愛
にも、解放軍としての米軍にも、平和憲法の戦後日本にも絶望するほかなかった沖縄が、沖縄
というアイデンティティを自覚しないではいられない時期にほかならなかった。言い換えれば、
沖縄が米国や日本という「宗主国」から押しつけられる植民地主義的関係を自覚的に拒絶しは
じめた時期であったということである 4) 。実際、この時期には公用地法違憲訴訟、県道越え実
弾砲撃演習阻止行動、革新市町村会による自衛隊募集業務拒否、嘉手納基地爆音訴訟、一坪反
戦地主会の結成などの、それまでにない異議申立てが沖縄のなかで生じていた。
　その意味で「嘉間良心中」が、宗主国の押しつけるポカホンタス的ファンタスムを徹底的に
拒絶しているのは同時代的であると言うことができる。キヨ（ネイティヴ女性）は、ポカホン
タスのイメージとは対極にある、若くも美しくもない、基地（経済）に寄生する、貧しい娼婦
である。サミー（植民者男性）も米軍海兵隊員でありながら「未開地」で武勇を披露する戦士
とはまったく反対のメージである。上官とのいざこざから米軍キャンプから逃げ出して（つま
りはミッションを投げ出して）「北朝鮮かソ連にでも行こうかと」沖縄（植民地）からの逃亡
を夢想しているひ弱な青二才である。若くて美しい存在ではあるが、キヨ（ネイティヴ女性）
から庇護と引き換えに主体性を剥奪されており、性的にも搾取されている。通常の異国情緒的
国際恋愛譚では、ネイティヴ男性は男性性を欠いた（去勢された）男性としてイメージされる
ことが少なくないが、サミーの場合は去勢されるのではなく、性的主体性をネイティヴ女性か
ら簒奪されているのである。象徴的なのは、本編で唯一描かれているセックスシーン（口淫）
だろう。ここでは宗主国（植民者男性）が植民地（ネィティヴ女性）を侵す penetrate という
異国情緒的国際恋愛における性的な関係は転倒され、キヨというネイティヴ女生（植民地）が
植民者男性であるサミー（宗主国）の「生命そのものを若さもろとも、喜びもろとも吸い取っ
て自分のものにしたい」とサミーを取り込む involeve のである。かように、「嘉間良心中」で
はポカホンタス的異国情緒的国際恋愛譚がアイロニカルに読みかえられ、脱構築されている。
　とはいえ、谷口基のように「嘉間良心中」を「売り手対買い手という構図を解体し、共生の
意味を読み替えることで自己の主体性を回復していくプロセス」[ 谷口　2003: 209] の表出を
読み込むのは少々勇み足というものだろう。沖縄の「本土復帰」は米軍占領からの解放をたら
さないことに気づいた沖縄の人々が、様々な抵抗運動を組織して展開し始めた当時の状況と重
ねようとする谷口の読みは理解できるが、キヨとサミーの間にある「売り手対買い手」の権力
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関係は対他的に逆転していても、構造自体はいささかも解体されていないからである。むしろ
「嘉間良心中」では、「売り手対買い手」すなわち植民者とネイティヴ女性の支配・被支配関係
が圧倒的な拘束性を持っているがゆえに、その関係を寄生的に転倒させることで、植民地主義
のファンタスムを脱構築させている点こそを読み取らねばならないはずである。キヨのレジス
タンスは主体になるための闘いではなく、娼婦であるがゆえに関係が成立しつつ、しかし相手
からその関係を棄却されるほかないという、主体になれないがゆえの関係の破壊（無理心中）
なのである。と同時に、この主体の破砕には、実は沖縄戦とその後の米軍占領が沖縄に生み出
したディアスポラの問題にも本質的に関わることがこの作品には書き込まれているのである。
３. 沖縄のなかのディアスポラ
　「嘉間良心中」には、作品の本筋とは関係がないにもかかわらず、挿入される印象的な場面
がある。
　バスは停留所に立った。中城公園にいってみようと思った。公園の石垣の上に上から津堅
の海が見える。速いリーフに打ち寄せる白い波頭を見てみたいと思った。気分がめりこむ日
は故郷の島影が見たくなる。キヨは気がむしゃくしゃすると島の海を見にやってくる。
[ 吉田　1984: 199-200]
　一般的には望郷の念を表した場面だと理解できるし、実際、そのように理解されている [ 谷
口　2003: 209]。しかしもうひとつの場面と考えあわせるとき、また違った意味を帯びてくる
ように思われる。
　伊平屋からでてきたうすのろのヒロミ。親の借金のかたがわりにされたと自慢するように
いっていた。
[ 吉田　1984: 201]
　キヨが昔の仲間を回想する場面なのだが、その仲間の故郷が沖縄最北端に位置する伊平屋だ
とされているのである。つまり沖縄の基地周辺で娼婦である女性に、沖縄本島以外の出身者の
いることが描かれているのである。キヨの出身が津堅島であったことを考えれば、基地の町周
辺で売春する女性たちの出自が離島出身者として有標化されていることになる。果たしてこ
れはいかなる事態なのか。このことを理解するのには、波平恒男の論考が有用である [ 波平　
2006]。波平によれば、米軍占領下で発展したコザのような基地の町で、売春を含んだアメリ
カ兵の歓楽のために働かざるをえない立場に追い込まれた女性たちは、奄美大島や沖縄の離島
の出身者だった。なぜなら、
　沖縄本島が最初の基地建設ブーム、復興ブームに沸き立った一九五〇年代初頭の時期に、
奄美は戦後の「分断と隔離」によってだけではなく、その弛緩によってさえ窮乏化が深刻化
26	 反植民地幻想―吉田スエ子「嘉間良心中」と沖縄文学：李　孝徳
し、経済の縮小再生産がその極に達していた。そのため、分離の障害を越え、あるいは五〇
年ごろからその弛緩によって、後者から前者へとますます多くの若者が職を求めて移動した
が、新参の外来者たる彼ら彼女らは求職上も大きな困難に直面させられ、社会的に評価の低
い仕事やときに蔑視された行為をも余儀なくされた。
　そうした構造は、奄美に極端なかたちであらわれはしたものの、沖縄本島とその周辺離島
や、宮古、八重山との関係についても、その程度の差はあれ妥当する。
[ 波平　2006: 249 － 250]
　沖縄戦は沖縄本島に壊滅的な打撃を与えたものの、戦後の米軍基地の敷設は、歪んだ形とは
いえ本島に一定の経済的恩恵をもたらした。しかし本島以外の離島は、米軍の占領下におかれ
ることで従来の経済圏や交易圏が分断される一方、基地建設の恩恵からは隔離されて窮乏化に
陥り、本島に「出稼ぎ」に行かざるをえない島民を生み出した。とはいえ、本島では基地経済
の興隆も手伝って伝統的な村落共同体が復活し、生活基盤やアメリカ兵からの暴力などからの
自己防衛の拠点になると、本島に足場を持たない「新参の外来者」は本島人たちがつかないよ
うな仕事に従事せざるをえなかったというわけである。特に「新参の外来者」の女性は、基地
の「発展」とともにその周辺の町に吸収されていくことになった。「嘉間良心中」のキヨは、
まさに沖縄本島で基地の「発展」にともなって売春に従事し、基地（経済）の衰退とともに老
いていった、そうした沖縄のディアスポラ女性にほかならなかった。さらには、津堅島が沖縄
戦の際に激戦地になった場所で、1949 年まで島民は沖縄本島に強制移住させられていたこと
を考え合わせるとき、沖縄戦を 23 歳で迎えたことになる「キヨ」という女性の戦後がそのま
まセクシュアリティのあり方に表象されていることがわかってこよう。というより、キヨのセ
クシュアリティのあり方は戦後沖縄に持ち込まれた植民地主義による破砕の経験そのものなの
である。
おわりに
　新城郁夫は、豊川善一が『琉大文学』第 11 号（1956 年）に発表した「サーチライト」とい
う特異な小説を論じるなかで、ポストコロニアル理論において重要な展開を行ったホミ・バー
バの擬態論 [Bhabha 1994: 121-131] と、クイアー理論に新地平をもたらしたジュディス・バト
ラーの模倣論 [Butler 1990: 142-149] に言及しつつ、以下のように述べている。
　バーバの擬態論とバトラーの模倣論は、ともに「撹乱」的効果にその「戦略」の中心を見
出している点で、意外なほどの親和性を持っているからである。だがそうだとすると、両者
の議論は、その効果そのものへの疑問も共有してしまうことになるのではないか。つまり植
民地主体そして非異性愛者のアイデンティティの政治を脱構築するさいに、植民地主義や異
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性愛主義それ自体を再配備し補強するという反動を形成してしまう危険が当然予想される
ということである。擬態を「撹乱」という限定的な枠組みにおいて捉え、それを被植民者側
からのみ発せられる一方向的な「脅威」と捉えてしまう「戦略」には、限界があるのではな
いか。むしろ、ここで、私たちは、擬態が、植民者に逆流していく過程こそを思考し、植民
者の主体が不可避に自らの擬態性に傷つけられ解体されていく政治的危機こそを発見して
いく可能性があるのではないだろうか。〔中略〕
　　擬態は、被植民者にのみ同定される「撹乱」的戦略などではない。植民者そのものが、
はじめから擬態的存在なのであり、本国との埋めがたい距離とその隔たり故の激烈な同一化
への欲望のなかで、擬態にかられていくのが、帝国主体であり植民者であると言えるのでは
ないか。
[ 新城　2010: 80-81、84]
　新城が、ここから竹村和子の議論 [ 竹村 2000: 101 － 102] を援用しつつ、バーバとバトラー
の「撹乱」という「戦略」を批判的に乗り越えようとして展開している議論を筆者なりにまと
めれば、次のようになる。植民者は被植民者に暴力を行使することで主体になる以上、その主
体性は暴力を行使し続けること、被植民者を支配し続けることで維持されるほかはない。つま
り植民者は植民者を模倣し続けることでしか、植民者足り得ない。逆に言えば、その模倣は暴
力と支配の継続性、自らが支配主体であるという強迫的な思い込みの持続性においてしか成立
し得ないものである以上、植民者は自らの模倣性がきわめて脆弱なものであることの被傷性を
被植民者から気づかされることに怯える存在にほかならない。とすれば、「撹乱」という戦略は、
被植民者が支配・被支配の関係を逆手に取って主体と客体を逆転させることなのではない。そ
の程度の有効性なら、一時的には機能を果し得ても、結局は弁証法的に植民者ー被植民者の関
係の中に繰り込まれていくことで、植民者の主体性が強化されていくだけのことにしかならな
いからだ。「撹乱」が本当に生じるのは、植民者そのものが植民者であるがゆえにその起源に
持つ「模倣性」の脆弱さ、被傷性を、それを隠蔽するのに必要不可欠なファンタスムの相手で
ある被植民者に暴かれることなのである。
　ここでの議論に戻れば、ポカホンタスの物語が、いくら時代状況が変わり、当事者たちから
否定されても、今日まで生き残り続けているのは、植民者にこうした物語を模倣し、信じ続け
たい欲望があるからだろう。しかしその欲望はきわめて強迫的なものであり、脆弱なものでし
かない。実際、「嘉間良心中」でも描かれているように、植民地の前線にいる兵士たちを覆っ
ているのは、死の恐怖からくるたえない内輪もめや自暴自棄からくる精神的な荒廃であり、さ
さくれだった神経を慰撫するために必要な酒宴や買春などの退廃であって、そこにはいわゆる
ポカホンタス的な武勇伝や被植民者からの敬愛などは微塵も存在はしないのである。
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　こうして見てくると「嘉間良心中」が、ポカホンタスの物語を模倣しながら「撹乱」させて
いるものが何かがわかってくるだろう。植民地男性が身にまとうマチスモが、実は模倣の産物
でしかなく、植民者自身の擬態でしかないということ。植民者がいったん自らの被傷性に気づ
いてしまえば、そのマチスモはネイティヴを被植民者と見なすためのフィクションとしてのリ
ビドーの備給源以上のものではないこと、である。そして、同化未開人の貴女として物語られ、
故郷に帰ることなく死去したポカホンタスとは違って、キヨはその技術が琉球王国以来の伝統
を持つ久米島紬を身につけて「ネイティヴ」に戻ることで、植民者と被植民者の関係を「心中」
によって破壊する。それこそが「嘉間良心中」のレジスタンスなのである。そして、そのレジ
スタンスを可能にしているのは、植民地占領支配が仮構するファンタスムを破壊しないではお
かない、日本と米国の支配によってもたらされた破砕と離散を生きた女性の経験にほかならな
い。その意味で、「嘉間良心中」は、通俗的で救いのない恋愛譚の外観を取りながらも、きわ
めて政治的で倫理的な、反植民地主義的なフィクションにしてナラティヴなのである。
　
本研究は、平成 21 年度～平成 24 年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）（基盤
研究 (C)）「環太平洋における東アジア系ディアスポラ戦後文学の関係史的研究」（代表者：李
孝徳）（仮題番号：21520363）の一部を用いて行われた。
注
1) 酒井直樹は、国際恋愛を描いた商業映画が、外交関係や国際政治のアレゴリーになっており、その支配
と被支配が男女関係に投影されるとき、「植民地支配のイコノグラフィー」になると論じているが [ 酒
井 2007: 24-25]、この関係は商業映画に限定されるものではなく、むしろ近代小説における異国情緒を
描いた恋愛譚に始原を持つものだろう。
２) ジョン・W・スコットの研究からは、英国に次ぐ帝国であった往時のフランスのマグレブ地域の植民地
支配にも、同様なファンタジーが形成されていたことを知ることができる [Scott 2010]。
3) たとえばディズニーのアニメ映画として、Pocahontas（1995）とPocahontas II: Journey to a New World
（1998）が制作されているし、ハリウッド映画ではテレンス・マリックの脚本・監督で New World（2005）
が制作されている。
4） 日本による沖縄統治を植民地主義の問題として問題提起したものに、（筆者としてはその立論に賛同す
るわけではないが）野村浩也の議論がある [ 野村 2005]。また、戦後沖縄の状況をポストコロニアルと
いう観点から再考するものとしては、筆者が新川明に行ったインタビューで重要な論点が提示されてい
る [ 新川 2006: 55-75]。
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Anticolonial Fantasy: Yoshida Sueko＇s 
“Double suicide at Kamaara” and Okinawan Literature
LEE Hyoduk
Yoshida Sueko＇s “Double suicide at Kamaara” (Kamaara shinju, 1984) is a short story that 
describes an unusual love affair between an U.S. young solder and an Okinawan old prostitute 
after the Vietnam War. This novel, the Shin Okinawa Bungaku Prizewinner in 1984, has been 
praised as a work of occupation literature written by Okinawan women. This offers harrowing 
account of a prostitute who has spent much for her life serving the American forces in Okinawa 
and underscores how the sheer length of America＇s occupation of Okinawa continues to shape 
individual lives, especially women＇s. Such evaluation is, however, a narrow view from the situated 
perspective on Okinawa. The essentials of this novel innovation are to show a resistance under 
colonial rule by means of singular narrative strategies and to relate long-repressed diasporic 
experiences of women from Okinawa＇s remote islands. The former is to deconstruct a colonial 
phantasm that colonizers invented to rationalize the exploitation and violence, as symbolized 
by Pocahontas story concerning the English settlement in North America. The work reverses 
and subverts dramatically the gender relations of colonialism in the story. The latter is to 
recount untold history of female sex workers around U.S. military bases in Okinawa. The 
Battle of Okinawa and the subsequent occupation bringing destruction of traditional trade and 
economic zones to Okinawa＇s remote islands necessitated the islanders to land “lowly” jobs in 
Okinawa's main island enjoying the benefit of base construction. In these senses the work is 
of an outstanding fiction against colonialism, while mimicking the appearance of anecdote of 
“Pocahontas” and parodying a love “suicide” story. 
